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ニホンザルの新生児

Macaca fuscata 

頭本昭夫撮影(1999年7月)
(当館nll浮防長ボランティア)

広谷浩子(学芸員)

神奈川県立生命の星 ・地球博物館 June ，2000 

生後 1ヶ月のニホンザルの赤

ちゃんです。毎年、 4月から 6月ご

ろがニホンザルの出産シーズンで

す。博物館の近くにすんでいる群れ

でも、次々と赤ちゃんが生まれてい

ます。生まれたばかりのニホンザル

は顔が赤く、耳が大きく、お国さん

たちにくらべ毛の色が黒っぽいの

で、遠くからでもよくわかります。

ます。赤ちゃんもお母さんのお腹に

しっかりとつかまったまま、どこま

でも運ばれていきます。lヶ月を過

ぎると、ひとりで動きまわるように

なりますが、まだまだあぶなつかし

p感じです。

初夏になって、群れは食べ物をも

とめ、 以前よ りも活発に歩き回るよ

うになりました。新芽や花や果実が

生後 1ヶ月ぐら いはお母さんが たくさんあって、サルの食卓も豊か

しっかりと胸に抱いて守ってくれ です。
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